
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（略）↓ ↓ ↓ 
'
の
下
ノ
『輝く長〉
大
仲
松
(略）Ｉ 
当
〃
彌通く次
前
仲
松
（略）↓ 
彌王く三〉彌雄く四〉
田
ノ
仲
上
仲
松
（
略
）
（
略
）
Ｉ
Ｉ
 
ｎ
７
ｆ
７
城
存
当
閉
シ禅Ｏ幽函隈匡
〃
魁
1528～1572年(在位＝1556～1572年)。伝承上の父。
一子閃空が出家し家を継げなくなったため､娘婿が継ぐ。
長男家に嗣子がいなかったため､末弟が家を継ぐ。
改姓は尚泰主代(＝1848～1879年｡最後の琉球王)。
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照
）
。
中
城
村
当
間
の
下
に
住
む
仲
松
（
以
下
、
当
間
仲
松
）
は
小
宗
弥
真
の
次
男
弥
寛
の
系
統
、
同
北
浜
の
仲
松
（
以
下
、
本
稿
で
は
北
浜
仲
松
）
は
小
宗
弥
真
の
三
男
弥
高
の
系
統
で
あ
る
。
弥
真
の
子
の
代
は
仲
松
の
系
統
が
最
も
分
立
し
た
世
代
だ
っ
た
た
め
門
中
内
で
互
い
に
自
分
の
所
属
に
つ
い
て
述
べ
る
と
き
は
、
こ
の
代
の
誰
か
ら
始
ま
る
系
統
か
に
言
及
す
る
。
な
お
五
世
の
代
は
末
子
相
続
に
よ
り
六
男
の
弥
喬
に
継
承
さ
れ
、
そ
の
子
孫
が
仲
尾
次
家
（
仲
松
か
ら
途
中
で
改
名
）
に
当
た
る
。
以
下
、
系
図
１
を
参
照
し
な
が
ら
、
筆
者
が
調
査
し
た
洪
姓
門
中
の
屋
取
集
落
の
成
立
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
く
。
ま
ず
、
弥
高
の
系
統
と
な
る
北
浜
仲
松
は
、
首
里
か
ら
当
地
に
降
り
て
き
た
こ
と
か
ら
首
里
仲
松
と
い
う
屋
号
を
名
乗
る
本
家
を
中
心
に
、
分
家
を
続
け
て
増
え
た
家
々
で
あ
る
。
首
里
に
い
た
と
き
は
小
宗
・
仲
尾
次
家
の
近
所
（
現
在
一別）
の
首
里
鳥
堀
）
に
瓦
葺
き
の
屋
敷
が
あ
っ
た
が
、
沖
縄
の
廃
藩
置
県
の
明
治
一
一
一
（
’
八
七
九
）
年
頃
に
火
事
に
あ
っ
た
の
を
期
に
田
舎
降
り
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
平
成
六
二
九
九
四
）
年
に
行
わ
れ
た
中
城
村
和
宇
慶
に
あ
る
首
里
仲
松
の
墓
の
調
査
の
結
果
、
そ
の
最
も
奥
に
納
め
ら
れ
て
い
る
骨
壷
に
、
弥
珍
夫
婦
が
光
緒
二
年
二
八
七
六
年
Ⅱ
明
治
九
年
）
に
父
の
、
明
治
三
一
（
’
八
九
八
）
年
に
母
の
洗
骨
を
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
墓
の
中
央
に
「
弥
珍
後
妻
カ
ミ
」
の
骨
壷
（
年
代
不
詳
）
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
一
○
世
弥
珍
の
代
に
北
浜
（
当
時
は
津
覇
・
和
字
慶
地
籍
内
の
沿
岸
部
の
開
拓
地
）
に
屋
取
し
て
墓
を
建
て
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
弥
珍
が
父
の
洗
骨
を
当
地
で
行
っ
た
の
か
骨
壷
を
持
ち
込
ん
だ
の
か
は
不
詳
で
あ
る
。
次
に
、
弥
寛
系
統
か
ら
出
た
当
間
仲
松
は
、
中
城
村
の
当
間
の
下
に
田
舎
降
り
し
屋
取
集
落
を
形
成
し
た
九
世
の
代
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の
次
男
弥
盛
の
子
孫
で
あ
る
。
弥
盛
の
一
族
は
屋
取
に
際
し
、
ま
ず
当
間
の
ム
ラ
の
中
で
も
大
き
な
農
家
で
あ
っ
た
ナ
カ
ジ
ョ
ウ
家
（
Ⅱ
比
嘉
家
。
現
在
は
一
三
代
目
）
の
イ
リ
チ
リ
ー
（
下
働
き
）
と
な
っ
て
、
農
村
で
の
生
活
の
術
を
身
に
つ
け
た
。
ナ
カ
ジ
ョ
ウ
家
の
居
候
と
し
て
馬
小
屋
の
二
階
に
住
ん
で
い
た
頃
、
ム
ラ
と
は
異
な
る
仲
松
家
の
祭
祀
は
周
囲
の
目
を
引
き
、
正
月
に
ご
ち
そ
う
が
出
た
と
き
も
、
ま
ず
そ
の
ご
ち
そ
う
を
位
牌
に
供
え
て
い
た
姿
が
珍
し
が
ら
れたという話が伝わっている。ムラに首里の祭祀が伝えられた当時がうかがえる話である。
そ
し
て
、
仲
松
家
の
人
々
は
徐
々
に
海
岸
低
地
を
切
り
拓
き
、
当
間
の
下
に
高
江
洲
屋
取
と
い
う
集
落
を
形
成
、
大
正八二九一九）年の「沖縄県琉球国中頭郡中城村註記調書」（国土地理院蔵）によると高江洲屋取
は
二
○
軒
、
一
○
四
人
だ
っ
た
。
弥
盛
の
長
男
の
子
ら
が
大
仲
松
系
・
前
仲
松
系
・
田
ノ
中
系
・
上
仲
松
系
、
そ
れ
ら
の
叔
父
（
弥
盛
の
三
男
）
が
真
ン
仲
系
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
が
家
を
増
や
し
て
い
っ
た
。
現
在
も
残
っ
て
い
る
、
特
に
古
い
家
と
さ
れ
る
家
は
大
仲
松
、
上
仲
松
、
上
仲
松
小
、
ウ
ド
ゥ
ン
チ
、
川
之
下
、
前
砂
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
海
岸
低
地
の
中
で
も
特
に
海
沿
い
に
位
置
し
て
い
る
。
王
府
時
代
の
防
波
堤
と
伝
え
ら
れ
る
潮
垣
道
（
ス
ガ
キ
ミ
チ
）
や
竜
宮
の
小
祠
よ
り
も
下
に
住
居
を
構
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
土
地
が
か
つ
て
の
海
岸
低
地
だったことを推し量ることができる。戦前には「第二当間」を名乗り、字（行政区）としての独立は
認
め
ら
れ
な
い
ま
で
も
、
事
実
上
の
独
立
状
態
に
な
る
ま
で
に
成
長
し
た
。
当
間
仲
松
を
出
し
た
弥
寛
系
統
の
直
系
で
あ
る
屋
号
・
浜
仲
松
家
は
、
西
原
間
切
（
現
西
原
町
。
中
城
村
に
隣
接
）
の
海
岸
低
地
の
伊
保
之
浜
で
家
を
増
や
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
他
所
の
屋
取
に
移
住
さ
せ
る
こ
と
が
多
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（２）拝み先の修正
こ
れ
ら
仲
松
家
の
屋
取
士
族
の
門
中
は
今
日
も
洪
姓
門
中
の
宗
家
で
あ
る
我
如
古
家
（
与
那
原
町
）
、
そ
し
て
小
宗
・
仲
尾
次
家
（
那
覇
市
）
を
拝
み
、
そ
れ
ら
の
家
と
の
系
図
の
連
結
を
意
識
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
洪
姓
の
支
流
・
仲
松
門
中
に
つ
い
て
の
系
図
を
ま
と
め
た
最
初
期
の
も
の
と
し
て
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
に
編
ま
れ
た
三
族
史
研
究
主
旨
書
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
門
中
成
員
の
教
師
・
師
範
校
生
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
地
理
学
者
の
仲
松
弥
秀
（
恩
納
仲
松
出
身
）
も
沖
縄
師
範
校
生
（
五
年
生
）
と
し
て
発
起
人
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
こ
こ
に
は
洪
姓
門中のうち、仲松門中の系図が当時わかった限り記されている（ただし筆者が確認したのは、それを
く
、
ま
た
戦
時
期
に
軍
の
飛
行
場
に
よ
っ
て
土
地
を
追
わ
れ
た
た
め
、
今
は
そ
の
近
辺
に
集
落
は
な
く
、
浜
仲
松
家
も
北
浜
仲
松
と
同
じ
中
城
村
の
北
浜
に
移
り
住
ん
で
い
る
。
浜
仲
松
家
の
当
代
・
仲
松
Ａ
さ
ん
（
昭
和
一
六
年
生
）
に
よ
る
と
大
正
二
年
生
ま
れ
の
父
の
代
に
北
浜
の
海
岸
低
地
に
来
た
。
そ
の
当
時
、
北
浜
に
は
す
で
に
同
名
の
仲
松
（
北
浜
仲
松
）
が
い
た
が
、
そ
れ
は
同
じ
洪
姓
で
も
系
図
上
離
れ
た
別
系
統
で
あ
っ
た
。
｜
方
、
同
村
当
間
の
仲
松
家
（
当
間
仲
松
）
は
同
じ
系
統
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
当
間
仲
松
か
ら
見
れ
ば
浜
仲
松
家
は
長
男
系
統
（
チ
ョ
ー
ナ
ン
バ
ラ
）
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ム
ロ
風
で
家
屋
が
飛
ば
さ
れ
た
と
き
な
どには当間仲松の人々が手伝いに来たし、また位牌祭
祀
に
も
来
て
い
た
。
同
じ
洪
姓
の
仲
松
で
は
あ
る
が
、
浜
仲
松
家
に
と
っ
て
は
同
じ
字
北
浜
に
住
む
北
浜
仲
松
よ
り
も
、
同
村
内
の
少
し
離
れ
た
場
所
に
住
む
当
間
仲
松
の
ほ
う
が
ず
っ
と
近
し
い
関
係
で
あ
る
。
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もとに新たにわかった久高島と宮古島に移住した仲松家の系図を加筆したもので作成時は不詳）。
こ
の
ほ
か
、
既
述
し
た
王
府
認
定
の
家
譜
と
「
洪
姓
門
中
記
録
』
二
九
五
八
年
）
を
底
本
と
し
た
系
図
調
べ
に
（塑一
よって、田舎降り以降の系図がそれぞれの門中単位に作成されている。本稿の調査地では、当間仲松
の『仲松門中系図』（ポスター型。四枚からなる）が昭和五一二九七六）年に、北浜仲松の『洪姓
中城北浜首里仲松門中録』（書籍型）が平成一八（二○○六）年に完成している。
これらの系図作り・系図調べの段階で、それまでに実施されていた祭祀のあり方を塗り替えかねな
い事実が明らかとなり、実際に拝み先の修正（シジタダシ）に至ることがあった。以下ではその具体
的
な
事
例
を
挙
げ
て
検
討
を
加
え
て
い
く
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
筆
者
に
よ
る
調
査
で
は
、
「
ず
っ
と
知
ら
れ
て
い
た
事
実
で
あ
り
な
が
ら
王
府
時
代
の
家
譜
に
〔
事
例
①
〕
元
祖
の
父
母
琉
球
王
府
時
代
の
「
洪
姓
家
譜
正
統
』
に
は
洪
姓
の
大
宗
・
弥
慶
の
父
母
に
つ
い
て
「
父
不
知
為
何
人
母
不
知
為
何
人
」
、
つ
ま
り
不
詳
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
戦
後
編
ま
れ
た
『
洪
姓
門
中
記
録
』
に
は
、
大
正
五
年
の易者の判断によって、琉球国王尚元壬（在位Ⅱ’五五六～七一一年）が弥慶の父母であると記さ
れ
て
い
る
。
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は
記
せ
な
か
っ
た
こ
と
が
王
府
終
焉
後
に
公
に
記
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
尚
元
王
の
王
世
子
Ｔ
皇
太
子
）
時
代
の
ご
落
胤
が
、
尚
家
の
一
員
に
は
な
れ
な
か
っ
た
も
の
の
代
わ
り
に
姓
の
創
設
を
許
さ
れ
た
こ
と
が
、
洪
姓
創
設
の
経
緯
で
あ
る
。
そ
の
後
、
弥
慶
の
生
母
は
正
式
に
側
室
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
（幻）
そ
れ
以
降
生
ま
れ
た
子
つ
ま
り
弥
慶
の
弟
妹
は
尚
家
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
家
譜
に
よ
る
と
、
弥
慶
の
孫
の
代
（
三
世
）
で
、
継
承
上
重
要
な
記
述
が
あ
る
。
跡
取
り
が
出
家
し
、
他
姓
か
ら
婿
養
子
を
迎
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
〔事例②１２〕タチーマジクイ（他系混交）
後
継
ぎ
の
閃
空
が
出
家
し
た
た
め
、
洪
姓
は
娘
婿
で
あ
る
酪
姓
の
春
平
を
婿
養
子
に
迎
え
、
名
乗
り
頭
字
を
洪
姓
の
弥
に
改
め
て
弥
平
と
し
て
洪
姓
三
世
を
継
承
さ
せ
た
。
閃
空
出
家
か
ら
六
年
後
、
弥
平
が
儀
者
の
地
位
に
就
い
た
泰
昌
元
（
一
六
一
一
○
）
年
を
養
子
入
り
の
年
と
仮
定
す
る
と
弥
平
は
二
八
歳
で
、
当
時
三
歳
の
長
男
（
洪
姓
四
世となる弥親）が生まれていたと考えられる。次男弥真も小宗として分立するので供氏にとって
〔
事
例
②
１
１
〕
後
継
ぎ
の
出
家
洪
姓
の
元
祖
弥
慶
の
孫
・
閃
空
は
、
家
譜
に
よ
る
と
万
暦
四
一
一
（
一
六
一
四
）
年
、
弥
慶
が
没
す
る
四
日
前
に
出
家
し
て
い
る
。
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現
在
、
洪
姓
門
中
内
で
は
、
閃
空
は
自
ら
の
祖
父
弥
慶
が
尚
元
王
の
第
一
子
で
あ
る
こ
と
、
特
に
王
位
の
継
承
権
を
声高に求めたために出家させられてしまったと伝承されている。これが事実かは不明であるが、結果
と
し
て
タ
チ
ー
マ
ジ
ク
イ
を
引
き
起
こ
し
た
不
可
解
な
出
家
を
説
明
す
る
た
め
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
当
該
の
養
子
は
系
図
座
設
置
（
’
六
八
九
年
）
よ
り
も
七
○
数
年
も
前
の
出
来
事
で
あ
り
、
そ
の
当
時
は
他
系
の
士
か
ら
養
子
を
迎
一幽）
一弱）
え
る
こ
と
は
可
能
だ
っ
た
。
ま
た
現
在
の
よ
う
に
こ
れ
を
他
の
血
筋
が
混
じ
る
と
い
っ
て
忌
む
｝
」
と
も
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
現
在
で
は
、
位
牌
継
承
の
禁
忌
の
一
つ
の
タ
チ
ー
マ
ジ
ク
イ
に
当
た
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
判
断
が
な
さ
れ
て
いる。〔事例③〕現在とは真逆のシジタダシ
洪
姓
で
は
血
筋
に
即
し
て
酪
姓
の
家
系
を
祭
祀
し
て
い
た
が
、
門
中
内
で
「
不
慮
の
災
難
」
が
相
次
い
だ
た
め
に
大
正
五
年
に
易
者
に
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
家
筋
に
即
し
て
洪
姓
大
宗
弥
慶
、
さ
ら
に
は
そ
の
父
た
る
尚
元
王
を
祭
祀
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
『
洪
姓
門
中
記
録
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
重
要
な
世
代
で
あ
る
。
『
洪
姓
家
譜
』
の
冒
頭
の
「
洪
姓
世
系
圖
」
に
「
婿
養
子
彌
平
」
と
明
記
さ
れ
、
本
文
の
「
紀
録
」
に
も
「
難
為
實
父
酪
氏
新
里
子
母
島
袋
捷
親
雲
上
女
思
戸
號
雪
山
因
彌
英
無
嗣
子
為
婿
養
子
」
と
実
父
実
母
ま
で
含
め
て
養
子
の
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
大
正
時
代
の
易
者
の
判
断
は
事
例
①
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
現
在
主
流
と
な
っ
て
い
る
父
系
血
縁
を
重
視
し
た
シ
ジ
タ
ダ
シ
と
は
異
な
る
論
理
で
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
こ
の
と
き
の
判
断
を
重
視
す
る
こ
と
で
、
血
筋
に
沿
っ
た
シ
ジ
タ
ダ
シ
を
拒
絶
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
洪
姓
の
存
亡
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
現
在
の
流
行
り
の
規
範
に
沿
っ
て
過
去
の
タ
チ
ー
マ
ジ
ク
イ
を
忌
み
、
血
筋
に
沿
っ
た
シ
ジ
タ
ダ
シ
を
行
っ
て
三
世
弥
平
（
婿
養
子
）
の
生
家
で
あ
る
酪
姓
を
拝
む
と
す
る
と
、
弥
慶
を
元
祖
と
す
る
洪
姓
の
血
筋
は
一
六
○
○
年
代
初
頭
の
時
点
で
断
絶
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
北
浜
仲
松
の
仲
松
Ｂ
さ
ん
（
昭
和
一
五
年
生
）
の
よ
う
に
、
「
大
宗
弥
慶
を
拝
み
た
い
」
「
僕
ら
と
し
て
は
ど
こ
ま
で
も
我
如
古
（
が
本
家
）
だ
」
と
い
う
意
見
が
発
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
養
子
を
迎
え
て
以
降
も
琉
球
王
府
に
は
洪
姓
と
い
う
家
は
あ
り
、
今
日
ま
で
洪
姓
と
し
て
立
派
に
栄
え
て
き
た
事
実
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
養
子
は
当
時
に
お
い
て
許
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
現
代
に
お
い
て
と
や
か
く
言
う
必
要
は
な
い
と
い
う
見
解
に
落
ち
着
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
家
譜
を
読
み
、
系
図
を
調
べ
る
段
階
で
、
そ
の
時
の
流
行
り
の
考
え
に
照
ら
し
て
間
違
い
・
禁
忌
と
さ
れ
て
し
ま
う
事
実
が
判
明
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
則
っ
て
拝
み
先
を
修
正
す
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
時
々
の
判
断
に
任
さ
れ
る
。
つ
ま
り
無
批
判
に
シ
ジ
タ
ダ
シ
を
受
容
す
る
の
で
は
な
く
、
現
在
の
規
範
を
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
ま
で
適
用
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
立
場
も
あ
り
え
る
の
で
あ
る
。
｜
方
で
次
は
、
系
図
調
べ
の
段
階
で
間
違
い
が
わ
か
り
、
実
際
に
拝
み
先
の
修
正
（
シ
ジ
タ
ダ
シ
）
に
至
っ
た
事
例
である。
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既
述
の
通
り
、
当
間
仲
松
は
浜
仲
松
家
の
系
統
か
ら
屋
取
集
落
に
分
か
れ
た
こ
と
も
誤
解
を
助
長
し
た
。
浜
仲
松
家
に
は
弥
寛
の
家
譜
（
系
図
座
の
認
定
を
受
け
た
も
の
）
と
位
牌
が
沖
縄
戦
で
失
う
ま
で
確
か
に
あ
っ
た
。
だ
か
ら
正
確
に
は
当
間
仲
松
が
浜
仲
松
家
を
拝
む
こ
と
は
間
違
い
で
は
な
い
の
だ
が
、
「
供
氏
の
仲
松
家
全
体
の
小
宗
」
と
し
て
こ
の家を拝むことは誤解だった。昭和五一年にできた当間の『仲松門中系図』の記述は修正以前のもの
なので、年長者の中には今も浜仲松家を拝むべきと考えている人が多い。ちなみに同じ村に住む北浜
仲
松
の
ほ
う
は
ず
っ
と
仲
尾
次
家
を
小
宗
と
し
て
拝
ん
で
き
た
。
最
後
に
、
首
里
に
住
む
小
宗
の
仲
尾
次
家
が
実
施
し
た
墓
所
の
修
正
を
紹
介
す
る
。
〔
事
例
④
〕
拝
み
先
の
誤
解
と
修
正
ｌ
当
間
仲
松
門
中
ｌ
当
間
の
仲
松
門
中
は
戦
後
ま
で
小
宗
と
し
て
中
城
村
北
浜
在
の
浜
仲
松
家
を
拝
ん
で
い
た
。
こ
れ
は
浜
仲
松
家
が
弥
寛
（
小
宗
弥
真
の
次
男
）
の
直
系
で
あ
り
、
「
五
世
に
お
い
て
長
男
筋
が
絶
え
て
か
ら
は
仲
松
始
祖
・
弥
真
の
位
牌
を
次
男
筋
が
有
し
て
い
る
は
ず
だ
」
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
代
で
は
仲
松
始
祖
の
位
牌
は
六
男
筋
（
現
在
の
仲
尾
次
家
）
が
正
式
に
継
承
（
い
わ
ゆ
る
末
子
相
続
）
し
て
い
て
、
正
式
な
小
宗
は
そ
の
子
孫
で
あ
る
仲
尾
次
家
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
気
づ
い
た
後
に
拝
み
先
は
仲
尾
次
家
に
修
正
さ
れ
た
。
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仲
尾
次
家
の
人
た
ち
は
小
宗
と
し
て
仲
松
門
中
始
祖
以
来
の
墓
を
拝
ん
で
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
「
自
分
た
ち
の
墓
」
と
し
て
仲
尾
次
の
墓
を
別
に
し
つ
ら
え
た
の
だ
っ
た
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
家
系
で
は
な
く
「
家
名
」
に
よ
っ
て
墓
を
統
一
さ
せ
よ
う
と
い
う
動
き
で
あ
る
。
琉
球
王
府
時
代
、
サ
ム
レ
ー
の
家
名
は
固
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
任
官
の
地
名
を
家
名
に
す
る
な
ど
折
に
ふ
れ
て
改
め
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
唐
名
の
姓
（
供
）
や
名
乗
り
頭
（
弥
）
は
固
定
さ
れ
て
い
た
た
め
に
特
に
問
題
は
生
じ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
日
に
お
い
て
系
譜
の
流
れ
を
追
跡
す
る
に
は
家
名
の
つ
な
が
り
が
重
要
度
を
増
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
事
例
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
弥
真
の
位
牌
を
持
っ
て
い
る
仲
尾
次
家
が
仲
松
家
の
小
宗
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
〈
Ｓ
）
系
図
の
作
成
と
後
世
に
見
出
さ
れ
る
価
値
続
い
て
、
田
舎
降
り
に
よ
っ
て
分
立
し
た
士
族
系
門
中
の
系
図
調
べ
・
系
図
作
り
の
実
践
に
つ
い
て
、
当
間
仲
松
を
〔
事
例
⑤
〕
仲
尾
次
家
の
墓
の
分
立
仲尾次家は仲松の始祖の位牌を継承する小宗だが、八世弥佐が尚泰王代に任官に際して仲松から
仲
尾
次
に
家
名
を
変
え
現
在
に
至
る
。
し
か
し
こ
の
改
名
以
前
に
分
か
れ
た
系
統
は
仲
松
の
ま
ま
王
府
の
終
焉
を
迎
え
た
よ
う
で
あ
る
。
最
近
、
仲
尾
次
家
が
代
々
管
理
し
て
き
た
仲
松
家
の
古
い
墓
か
ら
仲
尾
次
の
名
の
骨
を
抜
き
出
し
、
別
に
仲
尾
次
家
の
新
し
い
墓
を
作
っ
た
。
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例
に
述
べ
て
い
く
。
中
城
村
の
当
間
の
下
に
高
江
洲
屋
取
を
形
成
し
て
い
る
当
間
仲
松
の
系
図
の
編
集
に
当
た
っ
た
の
は
、
仲
松
Ｃ
さ
ん
（
昭
和
一
二
年
生
）
で
あ
る
。
Ｃ
さ
ん
は
一
九
歳
か
ら
青
年
開
発
隊
の
農
業
試
験
場
の
ス
タ
ッ
フ
と
してブラジルに赴き、帰国後に内地勤めや沖縄の園芸場勤めを経て、三○代後半に中城村内で写真屋
を
は
じ
め
現
在
に
い
た
る
。
Ｃ
さ
ん
が
系
図
作
り
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
園
芸
場
勤
め
の
頃
に
門
中
の
人
た
ち
と
ア
ガ
リ
マ
ー
イ
に
出かけた際に年寄りから指名されたことがきっかけである。自分たちの先祖が田舎降りして以降の系
図
を
作
成
し
、
系
譜
関
係
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
大
宗
家
（
我
如
古
家
）
所
蔵
の
家
譜
に
記
録
さ
れ
て
い
る
門
中
正
統
の
系
図
に
ま
で
至
る
つ
な
が
り
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
い
う
声
は
、
当
間
の
仲
松
門
中
で
そ
れ
ま
で
も
度
々
上
が
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
つ
い
に
実
行
に
移
そ
う
と
若
い
二
人
が
指
名
さ
れ
た
の
だ
が
、
も
う
一
人
は
途
中
で
投
げ
出
し
て
し
ま
っ
たため、Ｃさんがたった一人で携わることになった。「（早く作れと）言うばかりで誰も手伝わない」
と
Ｃ
さ
ん
が
回
想
し
な
が
ら
苦
笑
す
る
よ
う
に
、
墓
を
開
け
て
厨
子
甕
の
側
書
を
確
認
す
る
の
も
、
位
牌
を
ば
ら
し
て
そ
の
記
録
を
見
る
の
も
、
年
寄
り
か
ら
聞
き
取
り
を
す
る
の
も
一
人
で
行
っ
た
。
位
牌
や
戸
籍
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
作
業
で
は
当
て
字
が
多
い
た
め
に
た
い
へ
ん
苦
労
し
た
。
こ
の
系
図
調
べ
は
昭
和
四
○
年
代
末
か
ら
始
ま
り
、
完
成
ま
で
の
数
年
間
は
夢
に
見
る
ほ
ど
に
そ
の
こ
と
ば
か
り
に
熱
中
し
た
。
Ｃ
さ
ん
に
よ
る
と
開
始
当
初
は
ま
だ
若
く
、
系
図
や
門
中
と
い
っ
た
も
の
に
そ
れ
ほ
ど
関
心
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
当
時
同
じ
く
系
図
調
べ
に
携
わ
っ
て
い
た
具
志
川
・
沖
縄
両
市
に
ま
た
が
る
屋
取
集
落
の
仲
松
門
中
の
仲
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松
Ｄ
さ
ん
（
昭
和
五
年
生
。
沖
縄
市
在
住
）
に
調
べ
方
を
習
っ
た
り
、
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
た
。
当
間
の
仲
松
門
中
と
具
志
川
方
面
の
仲
松
門
中
は
同
じ
五
世
弥
寛
（
系
図
１
参
照
）
の
系
統
で
あ
る
。
ま
た
Ｄ
さ
ん
が
洪
姓
門
中
の
大
宗
家
の
我
如
古
家
か
ら
コ
ピ
ー
し
て
手
元
に
置
い
て
い
た
「
洪
姓
門
中
記
録
』
を
さ
ら
に
コ
ピ
ー
し
て
参
考
に
し
た
。
弥
寛
の
系
統
は
「
供
姓
門
中
記
録
』
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
に
よ
っ
て
格
段
に
作
業
が
進
む
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
家
譜
や
門
中
記
録
に
あ
る
系
図
と
、
自
分
た
ち
の
系
図
が
ど
う
つ
な
が
る
か
は
自
分
で
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
系
図
調
べ
に
お
い
て
そ
の
過
程
が
最
も
困
難
な
部
分
で
あ
る
。
当
間
仲
松
の
系
図
は
昭
和
五
一
（
’
九
七
六
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
印
刷
に
入
る
前
に
、
Ｃ
さ
ん
は
試
作
品
を
作
っ
て
当
間
の
ム
ー
ト
ゥ
ヤ
ー
（
屋
号
・
大
仲
松
）
の
屋
敷
の
壁
に
貼
り
出
し
て
、
全
員
（
他
市
町
村
の
人
も
）
を
呼
び
集
め
て
各
々
に
記
述
に
間
違
い
が
な
い
か
を
確
認
さ
せ
た
。
そ
し
て
完
成
し
た
系
図
を
当
間
仲
松
門
中
の
成
員
の
各
戸
主
に
配
っ
た
。
保
管
の
た
め
の
筒
込
み
で
当
時
の
金
額
で
総
額
五
○
万
円
か
か
っ
た
。
系
図
は
ポ
ス
タ
ー
型
の
四
枚
セ
ッ
ト
か
ら
な
り
、
そ
こ
に
は
明
治
に
入
っ
て
か
ら
屋
取
し
て
以
降
に
当
間
で
分
か
れ
た
各
系
統
ｌ
当
間
仲
松
の
始
ま
り
で
あ
る
弥
盛
の
孫
の
四
兄
弟
（
大
仲
松
・
前
仲
松
・
田
ノ
仲
・
上
仲
松
）
と
、
四
兄
弟
の
叔
父
に
当
た
る
弥
盛
の
末
子
（真ン仲）ｌの系図が示されている。
満
足
の
い
く
系
図
が
で
き
た
せ
い
か
、
当
間
仲
松
で
は
系
図
へ
の
熱
意
が
い
さ
さ
か
冷
め
て
し
ま
っ
た
印
象
を
受
け
る
。
Ｃ
さ
ん
の
作
成
し
た
系
図
は
門
中
の
各
家
に
し
ま
っ
て
あ
る
が
、
完
成
以
来
三
○
年
を
過
ぎ
新
し
い
世
代
が
生
ま
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
系
図
の
書
き
足
し
の
動
き
は
な
い
。
そ
れ
は
、
系
図
作
り
以
降
に
生
ま
れ
た
新
し
い
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（１）北浜仲松の系図調べ
前
節
で
門
中
の
下
位
集
団
の
系
図
調
べ
に
つ
い
て
実
例
を
挙
げ
て
述
べ
た
が
、
改
め
て
本
節
で
は
、
系
図
調
べ
の
最
中
に
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
が
、
門
中
内
部
で
事
実
か
ど
う
か
判
断
さ
れ
る
過
程
に
つ
い
て
、
よ
り
深
く
考
え
た
い
。
そ
の
過
程
と
は
、
屋
取
集
落
に
お
け
る
門
中
の
下
位
集
団
に
よ
る
発
見
が
、
系
譜
関
係
上
の
上
位
に
当
た
る
小
宗
に
報
告
さ
れ
、
そ
の
長
老
に
よ
っ
て
事
実
か
ど
う
か
の
判
断
が
下
さ
れ
る
と
い
う
チ
ェ
ッ
ク
機
能
で
あ
る
。
中
城
村
字
北
浜
の
仲
松
Ｂ
さ
ん
（
昭
和
一
五
年
生
）
は
分
家
筋
の
生
ま
れ
で
あ
る
が
、
北
浜
に
お
け
る
ム
ー
ト
ゥ
ヤ
ー
・
首
里
仲
松
（
首
里
か
ら
来
た
仲
松
の
意
）
家
と
と
も
に
北
浜
仲
松
の
系
図
調
べ
を
中
心
に
な
っ
て
進
め
て
い
る
今
後
、
こ
う
し
て
し
ま
い
込
ま
れ
た
系
図
が
取
り
出
さ
れ
る
の
は
い
か
な
る
と
き
な
の
か
、
そ
の
系
図
の
記
述
が
不
十
分
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
い
つ
か
、
そ
の
と
き
門
中
の
人
々
は
ど
の
よ
う
な
行
動
に
出
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
先
の
系
図
の
研
究
上
、
重
要
な
視
点
で
あ
る
。
え
ら
れ
る
。
子
・
孫
世
代
の
こ
と
は
ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
つ
ま
り
わ
か
ら
な
く
な
る
こ
と
へ
の
危
機
感
が
ま
だ
生
じ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
若
い
世
代
に
系
図
そ
の
も
の
の
価
値
が
見
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
考
四
タ
チ
ク
チ
探
し
－
門
中
内
の
知
識
の
権
威
者
Ｉ
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人
で
あ
る
。
特
に
定
年
退
職
し
て
か
ら
は
、
Ｂ
さ
ん
に
対
し
て
系
図
の
作
成
を
望
む
声
が
大
き
く
な
っ
た
た
め
、
そ
れ
に
こ
た
え
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
系
図
調
べ
は
、
既
述
の
事
例
と
同
様
に
①
「
洪
姓
門
中
記
録
』
（
平
成
一
○
年
ご
ろ
に
大
宗
の
我
如
古
家
か
ら
コ
ピ
ー
し
て
き
た
も
の
）
を
最
も
権
威
あ
る
底
本
と
位
置
づ
け
そ
の
中
の
小
宗
弥
真
以
降
の
世
代
か
ら
北
浜
に
田
舎
降
り
し
た
自
分
た
ち
の
先
祖
を
確
定
す
る
こ
と
、
同
時
進
行
で
②
北
浜
仲
松
の
各
戸
の
現
世
代
に
至
る
ま
で
の
系
図
を
作
成
す
る
こ
と
の
二
段
階
に
分
け
て
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
①
と
②
を
連
結
き
せ
洪
姓
門
中
全
体
の
系
図
・
系
譜
関
係
に
お
け
る
自
分
た
ち
下
位
集
団
の
正
し
い
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
論
む
。
北
浜
仲
松
の
家
々
が
小
宗
の
仲
尾
次
家
か
ら
い
つ
分
か
れ
た
か
に
つ
い
て
は
家
譜
の
記
述
か
ら
欠
け
落
ち
て
い
る
た
め
不
明
で
あ
る
。
北
浜
仲
松
の
系
図
調
べ
は
、
そ
の
欠
落
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
最
大
の
目
標
と
し
て
き
た
。
系
図
調
べ
に
当
た
っ
て
Ｂ
さ
ん
は
同
じ
洪
姓
門
中
の
仲
松
で
、
同
じ
く
中
城
村
内
に
田
舎
降
り
し
て
い
る
当
間
仲
松
の
系
図
（
前
節
参
照
）
が
、
王
府
時
代
に
手
続
き
を
き
ち
ん
と
踏
ん
だ
お
か
げ
も
あ
っ
て
は
っ
き
り
と
わ
か
っ
て
い
て
、
す
で
に
完
成
し
て
い
る
こ
と
を
気
に
か
け
て
い
た
。
門
中
の
正
統
の
歴
史
に
つ
い
て
Ｂ
ざ
ん
は
「
洪
姓
門
中
記
録
』
を
読
み
、
洪
姓
の
初
期
に
い
わ
ゆ
る
タ
チ
ー
マ
ジ
ク
イ
が
あ
っ
た
が
家
筋
で
あ
る
供
姓
を
拝
む
こ
と
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
事
実
を
知
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
家
筋
重
視
の
記
述
を
ふ
さ
わ
し
い
判
断
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。
さ
ら
に
上
記
の
タ
チ
ー
マ
ジ
ク
イ
や
門
中
の
記
録
に
見
ら
れ
る
チ
ャ
ッ
チ
ウ
シ
ク
ミ
（
嫡
子
押
込
）
に
当
て
は
ま
る
事
例
が
、
そ
の
当
時
の
規
範
で
は
ま
だ
違
反
で
は
な
く
王
府
の
許
可
を
得
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
今
日
の
シ
ジ
タ
ダ
シ
は
そ
れ
よ
り
も
後
の
時
代
に
成
立
し
た
も
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（
２
）
タ
チ
ク
チ
探
し
ｌ
門
中
の
伝
承
と
記
録
に
則
し
て
ｌ
北
浜
仲
松
の
系
図
調
べ
は
最
終
的
に
は
、
家
譜
に
記
さ
れ
た
洪
姓
の
大
宗
の
我
如
古
家
か
ら
仲
松
家
の
小
宗
の
仲
尾
次
家
に
至
る
上
位
の
系
図
と
、
自
分
た
ち
北
浜
仲
松
の
系
図
と
を
連
結
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
王
府
認
定
の
家
譜
に
つ
な
が
る
洪
姓
門
中
に
共
有
さ
れ
る
歴
史
観
に
則
し
て
、
自
分
た
ち
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
北
浜
仲
松
の
本
家
で
あ
る
首
里
仲
松
家
が
、
小
宗
・
仲
尾
次
家
の
系
図
と
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
る
か
、
具
体
的
に
は
「
ナ
カ
ム
ー
ト
ゥ
（
小
宗
）
か
ら
分
家
し
た
タ
チ
ク
チ
（
初
代
）
が
系図に記された誰なのか」を確定しなければならない。その上で、首里仲松家の代々の系図を明らか
にし、北浜仲松の各戸がいつの代に首里仲松家から分かれたのかを示せば、北浜仲松の末端の家でも
洪
姓
門
中
内
の
位
置
付
け
が
可
能
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
〈
我
如
古
家
（
洪
姓
大
宗
）
↑
仲
尾
次
家
（
小
宗
）
↑
首
里
仲
松
家
（
北
浜
の
本
家
）
↑
北
浜
仲
松
の
各
戸
〉
と
、
系
譜
関
係
を
さ
か
の
ぼ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
の
で
の
で
あ
る
こ
と
を
筆
者
の
説
明
か
ら
知
る
と
Ｂ
さ
ん
は
非
常
に
喜
ん
だ
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
ま
で
も
門
中
（
小
宗
の
仲
尾
次
家
以
下
）
の
集
ま
り
で
た
び
た
び
話
題
に
上
っ
て
い
た
こ
の
禁
忌
を
め
ぐ
る
疑
念
・
疑
問
が
解
消
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
や
り
取
り
に
は
、
今
あ
る
か
た
ち
を
そ
の
ま
ま
貫
こ
う
と
す
る
Ｂ
さ
ん
た
ち
の
志
向
、
後
年
の
規
範
で
当
時
の
規
範
ま
で
塗
り
替
え
る
必
要
は
な
い
と
す
る
考
え
、
ひ
い
て
は
今
日
流
行
の
血
筋
を
た
ど
る
シ
ジ
タ
ダ
シ
の
拒
絶が現れている。
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あ
る
。
そ
し
て
こ
の
う
ち
不
明
な
の
は
、
首
里
仲
松
家
と
仲
尾
次
家
の
連
結
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
、
当
間
仲
松
の
系
図
調
べ
と
同
様
に
、
家
譜
を
よ
く
読
み
系
図
調
べ
を
心
得
て
い
る
専
門
家
と
し
て
Ｄ
さ
ん
を
頼
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
Ｄ
さ
ん
と
沖
縄
市
役
所
・
教
育
委
員
会
の
協
力
を
得
て
、
中城村内にある首里仲松家の墓を開けて調査が行われた。そのときの成果は「仲松家の墓調査」とい
う四枚つづりのプリントにまとめられている。この成果と伝承を合わせて明らかになった首里仲松家
の
系
図
が
系
図
２
で
あ
る
。
墓
内
の
厨
子
甕
の
側
書
か
ら
、
北
浜
に
田
舎
降
り
し
た
の
が
分
家
か
ら
五
代
目
か
つ
供
氏
の
系
図
が
系
図
２
で
あ
る
。
墓
内
の
厨
子
甕
の
側
書
か
ら
、
北
浜
に
田
元
祖
か
ら
数
え
て
一
○
世
の
代
の
弥
珍
で
あ
る
と
い
う
推
定
が
な
さ
れ
た
ｃ
記
録
は
首
里
仲
松
家
の
初
代
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
か
ら
初
代
が
、
供
氏
の
元
祖
か
ら
数
え
て
六
世
の
世
代
で
あ
る
こ
と
が
わ
かった。
し
か
し
、
こ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
首
里
仲
松
家
の
家
長
の
名
前
は
大
宗
家
の
記
録
に
は
載
っ
て
お
ら
ず
、
ま
だ
首
里
仲
松
の
タ
チ
ク
チ
が
誰
な
の
か
は
い
っ
こ
う
に
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
大
き
な
手
が
か
り
と
な
る
の
が
、
首
里
仲
松
家
以
下
の
北
浜
仲
松
が
五
世
に
お
け
る
三
男
の
弥
高
の
墓
（
那
覇
市
内
）
を
管
理
し
、
自
分
た
ち
門
中
独
自
の
行
事
と
し
て
毎
年
の
清
明
祭
で
北
浜
か
ら
近
い
和
宇
慶
に
あ
る
首
里
仲
松
の
墓
系図２北浜仲松の本家・首里仲松の系図
分家後の代数元祖からの世数
４代９世
１０世
妻シゲ
｢仲松家の墓調査」（1994）を元に筆者作成
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た。｝
ある。 以上の条件①によって、首里仲松家初代の分家が成立した代が絞られた。加えて条件③により、首
里
仲
松
家
は
五
世
の
代
の
仲
松
家
の
六
兄
弟
の
う
ち
五
人
の
兄
の
い
ず
れ
か
か
ら
分
か
れ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た。この条件①と③から、五世の仲松兄弟のうちの誰かの息子（Ⅱ六世）であることがわかったので
よ
り
も
先
に
そ
ち
ら
を
拝
み
続
け
て
き
た
事
実
で
あ
る
。
ま
た
墓
と
と
も
に
弥
高
を
祀
っ
た
「
高
仲
松
」
の
位
牌
を
預
り
元
祖
と
し
て
北
浜
仲
松
の
手
で
代
々
祭
祀
し
て
き
た
。
さ
ら
に
も
う
一
つ
、
五
世
に
お
け
る
六
男
・
弥
喬
が
末
子
相
続
し
た
小
宗
の
仲
尾
次
家
が
北
浜
仲
松
の
こ
と
を
「
シ
ー
ジ
ャ
ー
」
Ｔ
年
上
の
兄
弟
）
の
家
柄
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
北
浜
仲
松
門
中
の
タ
チ
ク
チ
に
当
て
は
ま
る
条
件
を
整
理
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
肝
要
な
の
は
条
件
②
で
あ
る
。
弥
高
を
「
預
り
元
祖
」
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
弥
高
の
長
子
で
は
な
い
も
の
の
（
も
し
弥
高
の
長
子
な
ら
ば
預
り
元
祖
に
は
な
ら
ず
、
そ
も
そ
も
弥
高
本
人
が
初
代
と
な
る
）
、
比
較
的
縁
条件①》首里仲松の初代は六世の代に分家した。
条
件
②
壷
五
世
弥
高
を
「
預
り
元
祖
」
と
し
、
位
牌
と
墓
を
管
理
し
て
い
る
。
条
件
③
率
仲
尾
次
家
（
五
世
に
お
け
る
六
男
の
系
統
）
の
シ
ー
ジ
ャ
ー
（
兄
）
の
家
系
に
属
す
。
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が
近
い
人
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
条
件
か
ら
出
て
き
た
仮
説
を
元
に
『
洪
姓
門
中
記
録
』
の
系
図
を
見
る
と
、
条件に当てはまる人物として三男弥高自身の次男・弥義と、五男弥休の次男・弥隆の一一人が導き出さ
ここまでの先祖の確定は、Ｂさんと筆者による伝承や記録の整理の過程で明らかになった（平成一
五
年
九
月
一
日
）
。
そ
れ
か
ら
Ｂ
ざ
ん
の
依
頼
を
受
け
て
、
筆
者
が
こ
の
二
人
に
ま
で
絞
ら
れ
た
仮
説
を
門
中
の
系
図
の
専
門
家
で
あ
る
Ｄ
さ
ん
に
確
認
に
行
っ
た
。
同
月
五
日
に
Ｄ
さ
ん
に
お
会
い
し
た
と
こ
ろ
、
上
記
の
二
説
の
う
ち
五
男
弥
休
の
次
男
，
弥
隆
は
家
譜
が
琉
球
王
府
の
系
図
座
の
認
定
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
子
孫
は
沖
縄
本
島
の
国
頭
に
確
か
に
い
る
こ
と
か
ら
、
北
浜
仲
松
に
は
結
び
付
か
な
い
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。
こ
の
間
、
Ｂ
さ
ん
は
こ
の
仮
説
を
首
里
仲
松
家
の
人
を
は
じ
め
、
と
も
に
系
図
調
べ
を
し
て
き
た
北
浜
仲
松
の
数
人
と
検
討
し
、
大
き
な
齪
鶴
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
た
。
そ
し
て
筆
者
が
Ｄ
さ
ん
か
ら
得
た
情
報
を
伝
え
た
後
、
Ｂ
さ
ん
は
同
月
二
○
日
に
弥
高
自
身
の
次
男
・
弥
義
が
首
里
仲
松
家
の
、
ひ
い
て
は
北
浜
仲
松
門
中
の
タ
チ
ク
チ
（
初
代）であるとの説を小宗の仲尾次家に持ち込み、判断を仰いだのだった（なお系図１にはここまでの
ことが反映してある）。
れた。（Ｓ
）
門
中
に
お
け
る
新
事
実
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
改めてその過程を時系列に並べると、〈Ｂさんと筆者による仮説↓『洪姓門中記録』の系図の参照
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↓北浜仲松内での受容↓Ｄさんへの確認↓タチクチの確定↓仲尾次家（小宗）ヘの報告〉となる。こ
こ
で
検
討
し
た
い
の
は
、
北
浜
に
お
け
る
ム
ー
ト
ゥ
ヤ
ー
の
首
里
仲
松
家
、
仲
松
門
中
の
系
図
に
詳
し
く
権
威
と
さ
れ
て
い
る
具
志
川
の
Ｄ
さ
ん
、
さ
ら
に
仲
松
門
中
全
体
を
束
ね
る
小
宗
の
仲
尾
次
家
と
い
っ
た
人
々
に
お
伺
い
を
立
て
、
そ
れ
ら
の
承
認
を
受
け
る
と
い
う
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
働
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
翌
年
の
平
成
一
六
年
九
月
二
日
、
改
め
て
那
覇
市
首
里
鳥
堀
町
在
住
の
仲
尾
次
家
の
長
老
。
Ｅ
さ
ん
（
大
（恥一
正
五
年
生
）
に
お
伺
い
を
立
て
る
こ
と
と
な
っ
た
。
北
浜
か
ら
は
Ｂ
さ
ん
と
、
首
里
仲
松
家
の
次
男
筋
で
現
在
「
高
仲
松
丁
弥
高
）
」
の
位
牌
を
自
宅
に
祀
っ
て
い
る
仲
松
Ｆ
さ
ん
（
昭
和
一
六
年
生
）
が
赴
き
、
筆
者
も
こ
れ
に
同
行
し
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
長
老
Ｅ
さ
ん
に
よ
っ
て
剛
鶴
は
な
く
納
得
で
き
る
し
否
定
す
る
材
料
は
な
い
も
の
の
、
従
来
の
系
図
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
「
案
文
で
わ
か
ら
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
「
用
心
し
な
い
と
い
け
な
い
」
という慎重な判断が下された。
以
上
の
よ
う
に
、
新
た
に
わ
か
っ
た
こ
と
が
門
中
内
に
お
い
て
事
実
と
認
定
さ
れ
る
た
め
に
は
、
門
中
内
に
お
い
て
家
譜
に
詳
し
い
と
さ
れ
て
い
る
、
知
識
の
権
威
者
の
承
認
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
タ
チ
ク
チ
確
定
の
件
は
、
田
舎
降
り
し
た
世
代
の
子
孫
か
ら
な
る
現
在
の
北
浜
仲
松
が
小
宗
・
仲
尾
次
家
と
い
か
に
連
結
す
る
か
に
関
わ
り
、
ひ
い
て
は
洪
姓
門
中
の
元
祖
と
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
る
か
と
い
う
、
門
中
の
下
位
集
団
の
根
幹
に
関
わ
る
問
題
へ
の
答
え
で
あ
る
。
家
譜
に
載
っ
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
で
あ
る
た
め
、
正
当
か
つ
正
統
な
知
識
と
し
て
、
ま
す
ま
す
小
宗
の
承
認
は
不
可
欠
と
な
っ
て
く
る
。
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大
宗
や
小
宗
は
、
元
祖
の
位
牌
や
家
譜
な
ど
の
管
理
者
と
し
て
、
祭
祀
上
の
権
威
以
外
に
、
正
統
的
な
知
識
の
権
威
者
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
北
浜
の
タ
チ
ク
チ
探
し
に
お
い
て
小
宗
の
長
老
の
認
定
が
強
く
求
め
ら
れ
た
こ
と
も
こ
こ
に
由
来
す
る
。
さ
ら
に
、
田
舎
降
り
先
の
屋
取
集
落
に
住
む
門
中
の
下
位
集
団
に
お
い
て
は
系
図
調
べ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
人
も
家
譜
な
ど
を
読
み
こ
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
や
は
り
知
識
に
お
い
て
権
威
者
と
な
っ
て
い
き
、
記
録
や
年
寄
り
か
ら
聞
き
伝
え
た
伝
承
に
即
し
て
、
あ
く
ま
で
も
慎
重
に
知
識
を
収
散
さ
せ
て
い
く
。
こ
う
し
て
彼
ら
が
得
た
納得しうる新事実をふまえながら、各地域や門中内の各集団の歴史が再構築されていくのである。
そ
の
後
、
平
成
一
七
年
四
月
の
清
明
祭
の
日
、
那
覇
市
内
の
弥
高
の
墓
前
に
北
浜
仲
松
の
大
多
数
が
集
ま
っ
た
場
で
、
こ
れ
ま
で
の
系
図
調
べ
の
成
果
が
責
任
者
の
Ｂ
さ
ん
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
北
浜
仲
松
の
最
年
長
者
Ｇ
さ
ん
（
大
正
三
年
生
）
が
頷
い
た
こ
と
で
全
員
が
拍
手
を
し
て
承
認
さ
れ
た
。
同
月
中
に
も
う
一
度
仲
尾
次
家
の
Ｅ
さ
ん
を
訪
ね
て
意
見
を
伺
っ
て
か
ら
、
Ｂ
さ
ん
は
平
成
一
八
年
に
『
洪
姓
中
城
北
浜
首
里
仲
松
門
中
録
」
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
こ
に
は
弥
高
の
件
も
「
仮
説
」
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
系
図
調
べ
は
そ
う
簡
明
に
は
す
ま
な
い
。
実
は
北
浜
仲
松
に
は
弥
高
（
五
世
三
男
）
の
弟
・
弥
昆
（
五
世
四
男
）
の
位
牌
と
も
つ
な
が
る
と
い
う
伝
承
が残っている。これについては伝承以上の証拠はないものの根強く、完成された門中録の系図では結
局、家筋と位牌の継承が混同され首里仲松家は弥昆の家筋、弥高の位牌を現在預かっている家（高仲
松
）
は
弥
高
の
家
筋
の
養
子
に
つ
な
が
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
門
中
録
の
編
纂
に
当
た
っ
た
Ｂ
さ
ん
が
、
従
（幻一
来
の
伝
承
も
新
仮
説
も
わ
か
っ
た
こ
と
は
漏
れ
な
く
す
べ
て
書
き
残
す
こ
と
を
目
指
し
た
か
ら
で
あ
る
。
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五
．
仲
松
弥
秀
の
直
筆
の
記
録
（麹｝
門
中
内
に
お
い
て
門
中
の
知
識
に
つ
い
て
権
威
あ
る
い
は
一
員
任
を
持
つ
と
さ
れ
る
人
と
し
て
、
家
譜
や
位
牌
を
有
す
る
人
、
家
譜
な
ど
を
読
み
込
ん
で
内
容
を
理
解
し
て
い
る
人
を
挙
げ
て
き
た
が
、
洪
姓
門
中
に
は
そ
れ
以
外
に
一
人
、
知
識
の
権
威
者
と
位
置
付
け
ら
れ
る
人
物
が
い
る
。
そ
れ
は
、
恩
納
仲
松
の
出
身
で
、
師
範
学
校
を
卒
業
し
琉
球
大
学
の
教
授
に
な
っ
た
仲
松
弥
秀
で
あ
る
。
恩
納
仲
松
は
供
氏
門
中
の
う
ち
仲
松
門
中
の
次
男
弥
寛
の
系
統
に
属
し
、
当
間
仲
松
か
ら
分
か
れ
て
恩
納
村
へ
屋
取
し
た
家
々
の
子
孫
で
あ
る
。
そ
の
た
め
仲
松
弥
秀
は
琉
球
大
学
在
職
中
、
学
生
た
ち
を
中
城
村
北
浜
に
住
む
弥
寛
系
統
の
直
系
の
子
孫
・
浜
仲
松
家
に
連
れ
て
行
き
、
位
牌
祭
祀
を
見
学
さ
せ
て
い
た
。
ま
た
既
述
の
通
り
、
仲
松
弥
秀
は
師
範
学
生
時
代
に仲松の系図調べに参加している。
供
氏
門
中
や
仲
松
門
中
の
人
た
ち
は
門
中
の
系
図
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
度
々
要
請
し
て
い
た
が
、
仲
松
弥
秀
は
その都度、地理学や御嶽の研究が専攻であること、そして自身の属する恩納仲松は分かれのさらに分
か
れ
の
門
中
で
あ
る
た
め
上
の
方
の
系
図
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
と
拒
み
続
け
て
き
た
。
し
か
し
、
晩
年
の
平
成
一
三
（
二
○
○
二
年
（
仲
松
弥
秀
は
平
成
一
八
年
没
）
に
直
筆
の
記
録
を
著
し
、
大
宗
の
我
如
古
家
に
提
出
し
て
い
る
（
写
真
１
）
。
そ
こ
に
は
、
家
譜
で
は
不
詳
と
な
っ
て
い
る
供
氏
の
初
代
弥
慶
の
父
母
が
尚
元
王
と
そ
の
夫
人
で
あ
る
こ
9５系図をつなぐ
Hosei University Repository
関
係
者
に
配
布
さ
れ
て
い
る
。
山
原
の
屋
取
か
ら
苦
学
し
て
琉
球
大
学
の
教
授
に
な
っ
た
仲
松
弥
秀
の
直
筆
の
資
料
と
いう存在は、情報源は供氏門中内部に元からあったものｌ家譜記録や一一一一口い伝えｌであるにもかかわら
ず
、
門
中
外
部
の
大
学
教
育
と
い
う
知
識
体
系
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
読
ま
れ
て
い
る。 と、
そ
れ
ゆ
え
に
三
世
閃
空
が
僧
籍
に
入
れ
ら
れ
た
こ
とが記されている。
実
の
と
こ
ろ
こ
れ
ら
は
門
中
の
内
部
で
語
り
継
が
れ
て
き
た
こ
と
（
事
例
①
～
③
）
を
、
仲
松
弥
秀
が
た
だ
そ
の
ま
ま
書
き
連
ね
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
洪
姓
門
中
に
と
っ
て
は
、
言
い
伝
え
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
、
仲
松
弥
秀
先
生
の
お
墨
付
き
を
得
ら
れ
た
も
の
と
し
て
読
ま
れ
、
小
冊
子
に
ま
と
め
ら
れ
て
琉
球
王
府
時
代
の
士
族
の
家
譜
や
、
そ
こ
か
ら
派
生
・
再
編
さ
れ
た
諸
記
録
が
門
中
内
で
い
か
に
読
ま
れ
て
い
る
六
．
お
わ
り
に
写真１仲松弥秀直筆
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か
、
そ
れ
ら
を
元
に
系
図
調
べ
や
系
図
作
り
が
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
か
、
門
中
内
の
知
識
は
ど
の
よ
う
に
管
理
さ
れ
、
知
識
の
権
威
者
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
に
つ
い
て
、
士
族
系
門
中
の
一
つ
供
氏
門
中
の
大
宗
・
小
宗
、
そ
し
て
屋
取
（
ヤ
ー
ド
ゥ
イ
）
集
落
に
住
む
門
中
の
下
位
集
団
を
対
象
に
論
じ
た
。
系
図
作
り
は
、
特
に
門
中
の
下
位
集
団
に
と
っ
て
、
自
分
た
ち
の
系
図
が
大
宗
・
小
宗
の
系
図
と
ど
の
よ
う
に
つ
な
がるかを明らかにすることが目的である。それはつまり、大宗家初代の元祖から現在の門中成員の一
人
一
人
ま
で
の
系
譜
関
係
が
い
か
に
つ
な
が
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
祖
先
祭
祀
に
お
い
て
ど
の
祖
先
を
拝
む
べ
き
な
の
か
と
い
う
問
題
に
も
直
結
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
系
図
調
べ
の
過
程
で
、
祖
先
祭
祀
の
対
象
の
再
検
証
や
修
正
が
併
せ
て
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
際
に
、
流
行
り
の
シ
ジ
タ
ダ
シ
の
規
範
に
無
批
判
に
従
う
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
、
個
々
の
事
情
に
応
じ
て
判
断
さ
れ
る
。
特
に
、
琉
球
王
府
時
代
の
継
承
に
対
し
て
現
在
流
行
り
の
継
承
の
規
範
を
当
て
は
め
る
と
大
き
な
混
乱
を
生
じ
さ
せ
る
。
王
府
時
代
の
家
譜
を
有
す
る
士
族
系
門
中
は
過
去
の
継
承
を
明
ら
か
に
し
や
す
い
の
だ
が
、
そ
の
こ
と
は
長
所
で
あ
る
と
同
時
に
、
禁
忌
に
当
て
は
ま
る
と
さ
れ
る
継
承
が
発
見
さ
れ
て
問
題
視
さ
れ
や
す
い
と
い
う
短
所
も
は
ら
ん
で
い
る
。
本
稿
の
事
例
で
は
大
宗
や
小
宗
の
地
位
も
一
時
期
疑
わ
れ
たが、門中成員にとって納得のいく結論が選択されている。
門
中
の
下
位
集
団
の
系
図
作
り
は
、
自
分
た
ち
の
門
中
に
つ
い
て
の
記
録
が
何
も
な
い
こ
と
に
失
望
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
家
譜
な
ど
の
系
図
に
載
っ
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
系
図
調
べ
を
始
め
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
完
成
し
て
し
ま
え
ば
系
図
調
べ
に
対
す
る
熱
意
は
失
わ
れ
、
そ
れ
以
降
の
書
き
足
し
も
積
極
的
に
は
行
わ
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れ
な
い
傾
向
を
本
稿
で
は
指
摘
し
た
。
系
図
が
後
代
に
ど
う
つ
な
が
れ
て
い
く
の
か
、
つ
ま
り
、
し
ま
い
込
ま
れ
た
系
図がまた取り出され、その記述が不十分と感じられたとき、人々がどのような行動に出るのかは、今
後
の
系
図
研
究
上
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
また本稿では、系図調べによって新たに明らかになったことが門中内で事実かどうか判断される過
程を追跡した。その際には門中内（本稿の事例では小宗以下）で家譜や系譜関係に詳しいとされる複
数の知識の権威者によるチェックと承認が必要であり、充分慎重に判断されていることを示した。一
方
で
完
成
し
た
家
譜
に
は
齪
鶴
が
あ
っ
て
も
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
で
き
る
限
り
文
字
と
し
て
書
き
残
そ
う
と
す
る
配
慮
も
見
ら
れ
た
。
こ
れ
も
ま
た
系
譜
関
係
に
つ
い
て
多
く
の
情
報
を
集
約
す
る
系
図
調
べ
の
責
任
者
が
門
中
の
末
端
に
お
け
る
知
識
の
権
威
者
と
し
て
期
待
さ
れ
る
役
割
の
一
つ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
大
学
教
授
・
仲
松
弥
秀
が
自
ら
属
す
る
供
氏
門
中
の
大
宗
家
に
関
す
る
伝
承
を
改
め
て
直
筆
で
著
し
た
新
資
料
の
読
ま
れ
方
か
ら
も
、
門
中
内
の
知
識
の
権
威
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
門
中
の
資
料
に
目
を
通
し
、
多
く
の
関
係
者
か
ら
話
を
聞
い
ている筆者を含む民俗学をはじめとする研究者という存在も、門中の人々にとっては門中の内・外の
知識体系を結ぶ存在に他ならないわけで、考察の対象とすべきである。このことについては今後も課
題
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。
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￣ 
Ｔ詮
、－－
（１）玉城毅、一九九九、「沖縄の門中と出自ｌ門中研究の反省と課題ｌ」「沖縄民俗研究」一九、四三頁。「門中
が
集
団
と
し
て
あ
ま
り
社
会
的
機
能
を
持
た
ず
、
｜
部
の
地
域
に
偏
っ
て
存
在
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プされすぎて、門中が沖縄の社会構造の特徴だと印象を植え付けるような弊害を伴っていた」。
（２）渡邊欣雄は「沖縄の人びとが脳裡にえがいている「ムンチュウ（門中崖は、はじめから人類学者が勝手気
ままに翻訳したく親族関係〉でも〈出自集団〉そのものでもない」とし「民俗概念としての「ムンチュウ
（門中）』のすべてを包括的に対象とする必要」を指摘している。渡邊欣雄、一九九○、「民俗知識論の課題
沖縄の知識人類学』凱風社、’七三頁。また、李鎭榮も沖縄本島北部において「『門中』がもっとも顕在化
す
る
の
は
、
筆
者
の
よ
う
な
外
部
か
ら
の
研
究
者
に
『
説
明
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
」
時
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
李
鎭
榮
、
’九九五、「沖縄における伝統の創造の一局面当門中』と系図の生成を中心に」『沖縄民俗研究』’五、一
四’一五頁。
（３）小熊誠、二○○｜、「記録された系譜と記憶された系譜ｌ沖縄における門中組織のヴァリエーションＩ」筑
波大学民俗学研究室編「都市と境界の民俗」吉川弘文館。
（４）安和守茂は沖縄の門中系図について「門中的世界の全体像が可視的に表現されている」、「門中系図の作成
は、その基盤となった思考様式が系図に具現化された」、「門中的世界を彩る中心的内容」、「広大な想像力
の世界を内蔵」、「門中はこうした系図の作成を一つの大きな媒介要因に完成していった社会的事象」と表
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現
し
た
。
安
和
守
茂
、
’
九
九
八
、
「
沖
縄
の
『
門
中
化
」
の
一
断
面
」
『
ソ
シ
オ
ロ
ジ
』
四
二
’
三
、
九
四
’
九
五
頁
。
（５）小田亮、’九八七、「沖縄の「門中化』と知識の不均衡配分ｌ沖縄本島北部・塩谷の事例考察ｌ」「民族学
研究』五一ｌ④。
（６）李前掲。同稿で李は、研究者からは無視されがちな「インチキ臭い」系図であっても「系図作成の依頼即
ち「需要と供給」がこの沖縄社会で成り立っている」（二三頁）ことを評価している。それを「提造」とと
らえず肯定的に「伝統の発生」（一二頁）ととらえることで広がる可能性についても提案している。
（
７
）
武
井
基
晃
、
二
○
○
七
、
「
伝
承
行
為
と
し
て
の
歴
史
観
の
修
正
と
そ
の
必
要
性
ｌ
沖
縄
本
島
に
お
け
る
ム
ラ
・
ヤ
ー
ド
ゥ
ィ
両
集
落
の
関
係
を
事
例
に
ｌ
」
『
日
本
民
俗
学
」
二
五
「
九
○
頁
。
「
史
縁
と
は
様
々
な
関
係
を
、
現
時
点
で
観
察
で
き
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
現
状
に
至
る
ま
で
の
歴
史
的
経
過
に
基
づ
い
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
観
点
か
ら
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
歴
史
に
関
心
を
寄
せ
る
社
会
で
あ
る
ほ
ど
強
く
意
識
さ
れ
る
」
。
「
史
縁
と
は
、
連
綿
と
続
く
歴
史
の
あ
る
一
断
面
の
み
を
、
意図的に強調する思考法である。それは当事者たちが育んできた歴史観の産物でもある」。
（８）大胡欽一、一九七一一、「琉球士族門中の構造ｌ清明祭を中心としてｌ」『政経論叢』四’五・六、一三○頁。
（９）田仲銘子、二○○四、「沖縄の位牌継承と女性問題ｌ父系血縁イデオロギーの歴史的形成過程を通してｌ」
『沖縄文化研究」一一一○、’一一一六’三一七頁。
（
Ⅲ
）
か
つ
て
士
族
の
門
中
制
度
を
も
と
に
農
村
に
お
い
て
百
姓
系
の
門
中
が
形
成
さ
れ
る
門
中
化
現
象
が
起
き
た
の
だ
が
、
今
で
は
百
姓
系
門
中
の
成
立
が
実
は
新
し
い
と
い
う
事
実
は
ほ
ぼ
忘
れ
去
ら
れ
、
先
祖
の
身
分
・
位
階
に
よ
ら
ず
門
中
は
あ
っ
て
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（皿）笠原政治、一九八九、「沖縄離島社会の門中再考」「日本民俗学』一七八、一頁。
（田）武井前掲、および武井基晃、二○○九、「屋取における士族系門中の現状ｌ「田舎降り』と『門中化』の対
称性ｌ」『沖縄民俗研究」二七。
（
Ⅲ
）
そ
の
意
味
で
は
門
中
成
員
は
日
本
各
地
、
世
界
各
地
に
広
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
し
そ
う
し
た
家
は
ウ
マ
チ
ー
や
清
明
祭
の
と
き
に
は
来
ら
れ
な
い
場
合
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
、
県
内
な
ら
ば
行
事
の
た
び
に
集
ま
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
昨
今
の
自
動
車
化
し
た
生
活
な
ら
ば
な
お
の
こ
と
容
易
で
あ
る
。
（旧）比嘉政夫、’九八一一一、「沖縄の門中と村落祭祀』一一一一書房、五二頁。もう一つの原因としては、士族門中は
当
然
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
（、）常見純一、一九六五、「国頭村安波における門中制度
の変遷
」
東京都
立
大学南
西
諸島研
究
委員会
（
代表古
野
清人）編『沖縄の社会と宗教』。山路勝彦、’九六七、「沖縄・渡名喜島の門中についての予備的報告」「日
本民俗学』五四。山路勝彦、’九六八、「沖縄小離島村落における〈門中〉形成の動態ｌ粟国島における父
系親族体系としての〈門中〉の若干の考察ｌ」『民族学研究』三三’一・小川徹、一九七一、「沖縄民俗社
会における「門中」（仮説的総括）」「日本民俗学」七四。小川徹、’九七二、「百姓門中における清明祭受
容の一事例ｌ『家風祭典』の紹介ｌ」『日本民俗学』七九。比嘉政夫、’九七四、「『門中』研究をめぐる諸
問
題
Ｉ
小
川
徹
氏
の
論
考
を
中
心
に
ｌ
」
外
間
守
善
編
『
沖
縄
文
化
研
究
」
一
、
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
。
小
田
前
掲
など。
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（旧）武井基晃、二○○七、「歴史調べ活動による伝承の収敏ｌ伝承者の好奇心を事例にＩ」『民俗学論叢』二一一。
本
稿
に
登
場
す
る
仲
松
Ｄ
さ
ん
（
引
用
文
献
で
は
Ｅ
さ
ん
）
は
洪
姓
門
中
の
『
家
譜
』
の
複
写
を
所
有
し
て
い
る
。
市
役
所
職
員
だ
っ
た
Ｄ
さ
ん
は
コ
ピ
ー
機
の
存
在
を
早
く
か
ら
知
り
、
昭
和
五
○
二
九
七
五
）
年
に
我
如
古
家
か
ら
家
譜
を
借
り
て
三
部
の
複
製
を
作
っ
た
。
一
部
は
家
譜
と
と
も
に
我
如
古
家
に
渡
さ
れ
閲
覧
用
に
用
い
ら
れ
、
門
中
成
員
が
家
譜
を
手
に
取
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
ま
た
一
部
を
沖
縄
市
の
教
育
委
員
会
に
歴
史
資
料
と
し
て
提
供
し
、
残
る
一
部
を
Ｄ
さ
ん
自
ら
が所有した。
地
域
的
に
区
切
っ
て
分
析
で
き
な
い
上
に
門
中
成
員
も
多
く
全
体
像
が
と
ら
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
（焔）白鳥芳郎、一九六八、「沖縄本島に残存する家譜ｌ沖縄調査ノートと資料ｌ」「上智史学』一三、五五頁に、
一
九
六
六
～
六
七
年
に
沖
縄
で
士
族
門
中
の
家
譜
研
究
を
試
み
た
白
鳥
が
「
家
譜
を
探
そ
う
と
い
う
私
の
計
画
を
、
殆
ど
誰
も信じてくれなかった。焦土と化した沖縄本島にそんなものは残っている筈はない」、「いざそれを見せて
貰
い
た
い
と
願
う
と
、
門
外
不
出
の
系
図
を
他
人
に
見
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
当
時
の
調
査
の
困
難
さ
が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
Ⅳ
）
中
山
良
彦
、
一
九
七
七
年
一
一
月
一
七
日
、
「
栢
姓
門
中
の
ル
ー
ツ
家
譜
を
内
面
化
す
る
人
び
と
」
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
記
事
に
は
、
昭
和
三
八
（
’
九
六
三
）
年
に
そ
れ
ま
で
門
外
不
出
だ
っ
た
宗
家
所
有
の
家
譜
を
出
版
し
配
布
し
た
と
き
の
こ
と
ママ
に
つ
い
て
「
門
中
の
人
た
ち
が
自
分
ら
の
家
譜
の
内
容
を
知
っ
た
の
は
、
こ
の
時
が
始
め
て
で
あ
っ
た
」
と
い
う
記
述
が
あ
フ（》○
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（
旧
）
書
籍
型
は
手
に
取
り
や
す
い
が
、
系
図
が
頁
を
ま
た
が
る
時
の
レ
イ
ア
ウ
ト
が
難
し
い
。
そ
の
点
、
ポ
ス
タ
ー
（
貼
紙
）
型
は
系
図
を
大
き
く
表
記
で
き
、
複
数
枚
に
分
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
た
い
て
い
丸
め
て
保
管
さ
れ
中
身
を
見
る
と
き
に
広
げ
ら
れ
る
た
め
、
保
管
用
の
筒
代
が
別
途
か
か
る
。
掛
け
軸
型
は
書
籍
型
と
同
様
見
栄
え
が
良
い
が
、
見
開
き
一
枚
に
系
図
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（卯）比嘉春潮、’九五二、「首里の門中と祭祀」『民間傳承』一六’五は、向氏を例に「これらの家々は向氏の
一
門
で
は
あ
る
が
、
直
ち
に
向
氏
門
中
と
は
云
え
な
い
。
向
氏
は
沢
山
の
門
中
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
〈
一
門
と
門
中
と
は
よ
く
同
義
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
間
に
幾
ら
か
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
）
」
と
複
数
の
門
中
の
総
体
と
し
て
の
一
門
と
い
う
語
意
を
提
示
し
た
。
ま
た
小
川
徹
、
一
九
八
七
、
「
史
料
か
ら
み
た
門
中
の
歴
史
」
『
近
世
沖
縄
の
民
俗
史
』
、
弘
文
堂
は
「
系
図
座
規
模
帳
制
定
後
か
ら
三
門
』
、
『
親
類
』
、
『
與
中
』
が
公
用
語
の
基
本
」
で
「
士
族
門
中
制
に
お
い
て
は、「門中』の語は公用語としては終始登場しなかった」。「系図に登録された父系血族を士層では一門と称
し
た
」
の
だ
が
、
「
門
中
」
も
公
用
以
外
の
文
書
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
二
門
中
」
な
る
称
呼
は
、
近
世
末
に
至
っ
て
、
通
俗
的
通
用
語
と
し
て
普
及
し
た
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
（Ⅲ）田里友哲、’九八三、『論集沖縄の集落研究』雛宇宙社、五六’五七頁は廃藩置県から土地整理までの時
期（明治一一一～三一一年）を「屋取の発達期」としている。
（皿）こうした資料には、歴史の専門家として比嘉寿肋（歴史学者》本稿の事例では「洪姓門中記録』に関与）、
林
清
国
（
歴
史
学
者
壺
当
間
の
『
仲
松
門
中
系
図
」
に
関
与
）
な
ど
が
関
わ
り
、
専
門
知
識
や
技
術
を
提
供
す
る
と
同
時
に
、
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（
妬
）
系
図
座
設
立
以
前
に
な
さ
れ
た
他
の
父
系
の
混
入
は
、
後
の
時
代
に
タ
チ
ー
マ
ジ
ク
イ
の
禁
忌
と
し
て
取
り
ざ
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
先
祖
の
時
代
の
継
承
を
子
孫
が
問
題
視
し
、
シ
ジ
タ
ダ
シ
に
至
っ
た
事
例
に
つ
い
て
は
渡
名
喜
明
に
よ
っ
て
論じられている。渡名喜明、一九九二、「士族門中とシジタダシー渡名喜門中の場合ｌ」『ひと・もの・こ
との文化論』沖縄タイムス社。しかし本稿の事例では似通った状況に置かれながらもシジタダシには至っ
て
い
な
い
。
そ
の
違
い
は
門
中
成
員
が
祖
先
祭
祀
や
系
譜
に
関
し
て
そ
の
時
代
毎
に
何
を
重
視
す
る
か
の
差
で
あ
ろ
う
。
（
肥
）
仲
尾
次
Ｅ
さ
ん
は
小
宗
仲
尾
次
家
の
五
男
で
、
小
宗
は
兄
の
子
孫
が
継
い
で
い
る
が
、
年
長
者
で
あ
り
、
ま
た
子
供
の
こ
ろ
出
来
上
が
っ
た
資
料
の
権
威
を
高
め
、
そ
の
内
容
を
保
証
す
る
役
割
を
負
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
学
術
的
な
技
術
と
霊
的
能
力
が
不
可
分
な
と
き
が
ま
ま
あ
る
。
つ
ま
り
民
間
宗
教
者
と
同
質
の
知
識
と
技
術
が
求
め
ら
れ
、
実
際
に
易
者
を
兼
ね
る
系
図
屋
も
多
い
。
系
図
制
作
者
に
つ
い
て
は
李
前
掲
で
も
詳
し
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
自
身
も
家
譜
や
系
図
を
読
み
込
ん
だ
上
で
指
摘
し
た
こ
と
を
、
霊
感
に
よ
る
も
の
と
評
価
さ
れ
た
経
験
が
あ
る
。
（
路
）
こ
こ
に
は
、
尚
元
王
の
長
男
に
生
ま
れ
な
が
ら
庶
子
で
あ
る
た
め
王
位
に
は
弟
（
尚
英
王
）
が
就
い
た
実
在
の
人
物
・
尚
康
伯
の
生
い
立
ち
が
混
在
し
て
い
る
。
（別）渡口真情、一九七○、「麻氏兄弟たち」限定版によると、系図座設立によって家譜の管理が徹底されるよう
に
な
っ
た
過
渡
期
お
い
て
、
家
譜
の
価
値
が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
る
と
と
も
に
父
系
の
系
譜
関
係
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
そ
れ
以
前
は
養
子
の
や
り
取
り
も
系
譜
関
係
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
比
較
的
ゆ
る
や
か
に
行
わ
れ
て
い
た
○ 
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か
ら
門
中
の
こ
と
を
興
味
深
く
見
聞
き
し
て
い
た
の
で
長
老
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
父
（
慶
応
二
年
生
）
は
小
宗
仲
尾
次
家
の
分
家
筋
の
生
ま
れ
だ
が
、
養
子
入
り
し
小
宗
を
継
い
だ
。
（〃）瀬川昌久、’九九六、「族譜と歴史意識」「族譜華南漢族の宗族・風水・移住」風響社、一九’三九頁。
瀬
川
に
よ
る
と
、
中
国
の
宗
族
の
族
譜
に
お
い
て
も
「
編
纂
者
に
よ
る
解
釈
や
判
断
を
多
分
に
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
可
能
性
」
、
「
後
日
の
分
節
間
関
係
や
宗
族
の
団
結
維
持
に
配
慮
し
た
系
譜
の
再
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
可
能
性
」
は
無
視
で
き
ず
、
「比較的新しい層、中間層、古層それぞれについてその編纂過程」で「仮構性が入り込む可能性」がある。
（肥）瀬川前掲はテキストの読み手、解釈者として「族譜編纂者である一族の知識人」、「長老」、。家の家長」、
そ
し
て
「
プ
ロ
の
歴
史
家
や
人
類
学
者
た
ち
」
を
挙
げ
て
い
る
。
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